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2015-16年度の国際ロータリー会長に就任するK.R.

ラビンドラン氏は、同年度のテーマを「世界へのプ

レゼントになろう」としました。ラビンドラン氏はロー

タリー会員に、より良い世界をめざして、時間、才

能、知識を世界中の地域社会に贈るよう呼びかけ

ます。「ロータリアン会員が自らを『プレゼント』する

ことによって、世界中の人びとの生活を真に改善

できるのです」

エバンストンよりご挨拶申し上げます。

ロータリアンに、専門家グループについてもっと知っていただくため、同
グループが四半期に1度発行しているニュースレター「Tech Talk」を、す
べてのガバナーに配信いたします。「Tech Talk」の最新版（2015年8月）
を添付いたしましたので、ぜひ、地区内のロータリアンに転送、または地
区のウェブサイトやニュースレターに掲載してください。

国際ロータリー 第2640地区ガバナー事務所

・住所 〒６４０－８２８１ 和歌山県和歌山市湊通丁南1-3-1
・ＴＥＬ 073-433-6077
・E-mail office@2640.jp

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.2640.jp



2015年11月

• 会長賞（ローターアクトクラブ）

• 世界各地のローターアクトクラブは、地元や海外でのボランティア奉仕を通じて社会に貢
献しています。ローターアクターとしての誇りを培うために、会長賞にぜひチャレンジして
ください。完了した活動項目は、2016年4月1日までにご報告ください。

• ローターアクター、ローターアクトクラブ会長、地区ローターアクト代表は、顧問ロータリア
ン、提唱ロータリークラブ、地区ローターアクト委員長、地域コーディネーターと協力して、
ローターアクトクラブの活動状況を随時確認することとお勧めします。これらのロータリア
ンは、以下のリンクから「会長賞ダッシュボード」でローターアクトの活動状況を閲覧でき
ます。

• クラブレポート
地区レポート

• 必須条件

• ローターアクトクラブ会長は、ローターアクトクラブ連絡先フォームで自身が会長であるこ
とを報告、あるいはクラブの顧問に関する情報を報告する。

• クラブ会員名簿が最新のものであることを確認する。この確認は、「クラブの運営」から会
員データの更新ページを開き、「連絡先情報の確認」をクリックして行うことができます。

• そのほかの要件

• 2015年7月1日から2016年4月1日までの間に、少なくとも3項目を満たす必要があります。

• ウェブサイトの「クラブの運営」のページで、場所、時間、曜日を含むクラブ例会の情報を
追加、または更新する。

• 上記ウェブサイトで、最低15名のクラブ会員を報告する。会員は、My ROTARYのアカウン

トを作成して自身の情報を登録できます。あるいは、ローターアクトクラブ会長が代わりに
「クラブの運営」ページから報告することもできます。

• ロータリーショーケースに、クラブが実施した少なくとも1件の活動を掲載する。

• ロータリーのアイデア応援サイトに、支援を必要としているプロジェクトを掲載、あるいは、
既に掲載されているプロジェクトへの支援を行う。

• ロータリーの年次基金またはポリオプラスに、クラブからの寄付、あるいは、いずれかの
クラブ会員による寄付を行う（金額は不問）。

• クラブのウェブサイトまたはソーシャルメディアページを維持・管理し、それらについての
情報をロータリーのウェブサイトの「クラブの運営」のページで報告する（また、それらの
サイトが、ロータリーのビジュアルアイデンティティのガイドに沿っていることを確認する）。

• リソース＆参考資料

• ローターアクト用会長賞書式のダウンロード

• ブランドリソースセンターでロータリーのロゴ、画像、テンプレートをダウンロード

• ロータリーからの支援

• お問い合わせ：riawards@rotary.org

RI

https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/application/446
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/application/451
https://www.rotary.org/myrotary/ja/node/11781
https://www.rotary.org/myrotary/ja/manage/club-district-administration/club-administration
https://www.rotary.org/myrotary/ja/manage/club-district-administration/club-administration
https://www.rotary.org/myrotary/ja
https://www.rotary.org/myrotary/ja/manage/club-district-administration/club-administration
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/application/346
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/ideas
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/give
https://www.rotary.org/myrotary/ja/manage/club-district-administration/club-administration
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/application/136?deep-link=https://brandcenter.rotary.org/ja-JP/Guidelines
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/presidential-citation-rotaract-clubs
https://www.rotary.org/myrotary/ja/secure/application/136
mailto:riawards@rotary.org


ロータリー財団の専門家グループ

活動紹介とメンバー募集のご案内

ロータリー財団の専門家グループとは、ロータリアンによる補助金プロジェクト
の計画と適切な資金 管理において専門知識とアドバイスを提供し、資金手続
きにおいてロータリー財団管理委員会を援 助するグループです。メンバーは、
補助金プログラムに関する知識・経験と、ロータリーの 6 つの重 点分野のいず
れかにおける専門知識がある世界各地のロータリアンボランティアです。

専門家グループの役割

メンバーは、以下の方法で、人道的プロジェクトの計画、モニタリング、評価に

関与します。

申請とプロジェクト実施におけるアドバイス：グローバル補助金の申請
とプロジェクトの実施においてサポートします。

専門的見地からの評価：補助金を申請したプロジェクトの実行可能性を
評価するために、財団職員をサポートします。これらは書類の確認のみと
なるため、旅行は含まれません。

現地視察：提案されたプロジェクトの実行可能性を評価（事前視察）、ま
たは、継続中の実施状況を確認（中間視察）します。これらの視察にはプロ
ジェクト現地への旅行と、提唱者、恩恵を受ける地域住民、協力団体の代
表者との会合が含まれます。

監査：財務管理と補助金資金の管理状況を評価します。この任務には、
定期的・不定期の監査、対象を絞った監査、運営審査が含まれ、現地への
旅行や重要関係者との会合が含まれます。

• ロータリー財団の
専門家グループ



ロータリー財団の専門家グループ

活動紹介とメンバー募集のご案内

メンバーに求められること

専門家グループにはさまざまな役割が、メンバーには次のような資
質が求められます。

経験：ロータリー財団の補助金プログラムに関する専門知識と経験

言語スキル：プロジェクト現地で使用される言語でのコミュニケーション

能力

必要な経費：プロジェクト現地から近い場所に住んでいること

評価の質：限られた時間内における質の高いプロジェクト評価

文化的理解：プロジェクト現地と恩恵を受ける地域社会に対する

文化的理解

メンバーの募集

現在、特に次の地域と重点分野で、メンバーとなっていただけるロータリアンを募
集しています。

アフリカ地域： 「水と衛生」と「母子の健康」の分野を中心とする全ての重点分野

インド／東南アジア：「水と衛生」と「母子の健康」の重点分野

北米／中米：スペイン語のスキルがある監査の専門家

• ロータリー財団の
専門家グループ
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Ron D. Burton 
President, 2013-14 
T  +1.847.866.3025
F  +1.847.866.3390

ron.burton@rotary.org  
2014 年 4 月 29 日

3F Nishiei Bldg. 2-27-1, Habu-Cho 
Kisiwada City, Osaka 
Japan 596-0825 

地区ガバナー 久保 治雄様
この度、第 2640 地区が 2015-16 年度ガバナーを選出する 2 度目の手続きを完了したと伺いました。直前ガバ
ナーの北中登一氏が実施した1度目の選出手続きでは、2012 年 9 月に豊澤洋太朗氏を選出し、同年10月にRI
へ必要書類を提出しています。これに対して当時、異議や選挙手続きに関する申し立ては RI に一切提出されま
せんでした。

ところが、久保様がガバナーに就任後、豊澤ガバナーノミニーは失職したとの通知を発行の上、2 度目の選出手
続きが実施されました。2014 年3 月に完了したこの 2 度目の選出手続きでは 、2015-16 年度ガバナーとして新
たに岡本浩氏を選出するとの通知が地区内クラブに送られました。

ここでご留意いただきたい点は 、1 度目のガバナー選出手続きは正規に実施されたものであり、豊澤ガバナー

ノミニーを失格とする根拠がないことです。さらに、地区ガバナーには、既に完了したガバナー選出手続きを無
効としたり、選出済みのガバナーノミニーを失格とする権限はありません。

従って、豊澤洋太朗氏が第 2640 地区 2015-16 年度地区ガバナーであることをここに確認し、ロータリーの「超

我の奉仕」の精神の下、久保様をはじめ地区内すべてのロータリアンが豊澤氏をサポートするようお願いいたし
ます。またこの点について、至急、地区内クラブへ通知を行ってください。岡本浩 氏については、将来の地区ガ
バナー候補としてご検討いただくことを奨励いたします。

第 2640 地区における論争は未だ解決に至っていないことから、小沢一彦管理委員に引き続き、私の特別代表
となっていただくことを依頼し、恒久的な解決に向けた調整をお願いしました。ゲイリー・ホァンRI 会長エレクトも、
2014-15 年度に小沢管理委員が続けて調整役を務めることに同意しています。
第 2640 地区が相違を乗り越えて前向きな解決策を見出せるよう、地区リーダーと地区内ロータリアンが協力す

ることを改めてお願いいたします。まずはこれまでの紛糾を過去のものと考えてはじめて、地区を健全な状態に
戻し、ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を実現するための真の奉仕に取り組むことができるはずです。

ご協力をよろしくお願いいたします。

ロン・バートン

CC: ゲイリー・ホァン 2014-15年度RI会長
小沢一彦 ロータリー財団管理委員
松宮剛 RI 理事
北清治 RI 理事
ジョン・ヒューコ RI 事務総長



地区目標 「ロータリーの原点に戻ろう」

地区運営方針

１．ロータリーの基本に戻り、奉仕と友愛を基調とした地区運営を目指す。
２．地区内クラブの理解度不足による意見の相違を解決する。
３．地区の各種会議をウェビナーで行う。
４．地区内のクラブは年齢35歳未満の会員の会費と入会金を免除できる。
さらに、地区は、この年齢層の会員の地区賦課金を減額できる。

2015-16年度 地区目標

１．ロータリーの基本を学ぶ
２．財団をサポートする
３．会員増強に努める
４．青少年活動を推進する

数値目標
会員増強 １クラブ純増 最低１名
新クラブ 最低１クラブの結成
財団寄付 ２００ドル/会員
ポリオ・プラス ５０ドル/会員
米山奨学 ２０，０００円/会員

ロータリーの特別指定月間

ロータリーの特別指定月間は、2015年7月1日より変更されます

8月：会員増強・新クラブ結成推進月間

9月：基本的教育と識字率向上月間

10月：経済と地域社会の発展月間

11月：ロータリー財団月間

12月：疾病予防と治療月間

1月：職業奉仕月間

2月：平和と紛争予防／紛争解決月間

3月：水と衛生月間

4月：母子の健康月間

5月：青少年奉仕月間

6月：ロータリー親睦活動月間



ロータリー財団月間

いつもロータリー財団へのご理解ご協力いただき、ありがとうございます。
１０月２４日は世界ポリオデー。

１１月はロータリー財団月間に指定されています。各クラブではこの月間に備えて、様々
な準備をされておられると存じます。

ロータリー財団の正式名称は、国際ロータリーのロータリー財団です。国際ロータリーと
ロータリー財団に違いがあるでしょうか。ロータリーの奉仕の理想を信奉する点では国際
ロータリーもロータリー財団も一体のものです。

ロータリー財団は、皆さまからのご寄付を、世界中の人びとへの奉仕に役立てています。
時間と資金、そして職業人としての経験と知識を生かして奉仕活動をするロータリアンの
世界的ネットワークを通じて、ご寄付は、ポリオの撲滅や平和の推進といったロータリー
の優先活動のために有効に活用されています。また、財団の補助金は、ロータリアンが
貧困、識字、飢餓などの問題に持続可能な方法で取り組むことを可能とします。

徹底した資金管理、慈善団体としての高い評価、独自の資金モデルは、ロータリー財団

が皆さまのご寄付を大切にしていることを物語っています。今、そして未来の世代のため
により良い世界をつくるロータリーの活動をご支援ください。

ロータリー財団の歴史

1917年、アーチ C. クランフRI会長が「世界でよいことをするために」基金の設置を提案。こ
の基金が1928年に「ロータリー財団」と名づけられて国際ロータリー内の新しい組織とな
り、現在のロータリー財団にいたっています。

財団の成長

1929年、財団は初の補助金500ドルを国際障害児協会へ贈りました。この協会は、ロータ
リアンだったエドガー F. “ダディー”アレンが創設したもので、後に「イースター・シールズ」
（米国の慈善団体）となりました。

1947年、ロータリー創設者のポール・ハリスが亡くなると、多くの人びとから国際ロータ

リーに寄付が寄せられました。この寄付は「ポール・ハリス記念基金」となって、その後の
ロータリー財団の発展のために役立てられました。

財団プログラムの変遷

1947年
財団初のプログラム「Fellowships for Advance Study（高等教育のためのフェローシップ）」
を開始。このプログラムは後に「国際親善奨学金」として知られるようになる。



ロータリー財団月間

1965～66年
財団が新たに「研究グループ交換（GSE）」「Awards for Technical Training（技術研修のため
の補助金）」「Grants for Activities in Keeping with the Objective of The Rotary Foundation
（ロータリー財団の目的を果たす活動のための補助金、後の「マッチング・グラント」）」の3
つのプログラムを開始。

1978年
「保健、飢餓追放、人間性尊重（3-H）補助金プログラム」を開始。3-H補助金のプロジェクト
第一号として、フィリピンの600万人の子どもたちにポリオの予防接種を実施。

1985年
全世界でポリオの撲滅をめざす「ポリオプラス・プログラム」を設置。

1987～88年

初めての平和フォーラムが開催され、これが「ロータリー平和フェローシップ」創設のきっ
かけとなる。

2013年

世界中のロータリアンがグローバルなニーズに応えられるよう、新しい補助金モデル（地
区補助金、グローバル補助金、パッケージ・グラント）を導入。

1917年に26ドル50セントの寄付から始まったロータリー財団は、10億ドル以上の寄付を

受けるほどの大きな財団に成長しました。財団はこうして多くの方々に支えられ、人道的
分野や教育面での支援活動を続けています。

インターアクト週間
世界インターアクト週間（11月5日を含む1週間）」（World Interact Week）
ＲＩ理事会は、ロータリークラブとインターアクトクラブに、11月5日を含む1週間を「世界イ

ンターアクト週間」として遵守するように奨励しています。それは、ロータリークラブとイン
ターアクトクラブを「顕著であり、国際規模の活動」に参加させるためです。



文 庫 通 信（338）

ロータリー資料より

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つと
して1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を
収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、
電話や書信に よるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、
絶版資料についてコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えて
ありますので、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

デジタル化されたロータリー文献(３)

◎「留学生援助の意義」 増田房二 吹田R.C. 1978 14p

◎「D.259『座談会 米山奨学会に望む』に対応して」 増田房二
米山記念奨学会 1983 5p

◎「米山奨学事業の精神的原点」 増田房二 1983 34p

◎「落穂集〔改訂版〕」 斎藤堅治 青森R.C. 1979 186p

◎「決議23-34はロータリーのキイ・ポイントである 増補改訂版」 末積 正
関西ロータリー研究会 1987 125p

◎「“He Profits Most Who Serves Best”(最もよく奉仕する者、最も多く報い
られる)について思う」 鳴海淳郎 1998 11p

◎「ハーバート・J・テーラーの『我が自叙伝』を読んで」 鳴海淳郎 1999
8p 
◎「卓話 最近のロータリーに思う 附国際ロータリーに物申す」 油木恒久

2004 15p                         
◎「ロータリ―100年その歩んだ道」 油木恒久 2006 31p

◎「スリランカ10年 1998-2009 -学校から始めた生活習慣病の予防」小林 博
2009 70P 

［上記申込先：ロータリー文庫]

ロータリー文庫
〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階

TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時 休館＝土・日・祝祭日


